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　The rebuilding project of the areas of massed wooden which spreads about 7000 ha in Tokyo. It is 
considered one of the elements important in the case of rebuilding of an alley in the areas of massed wooden. 
The proposal which an alley is connected by rebuilding of houses and forms the network is performed 
combining a new alley and the alley to leave.
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　都市の中で大規模な開発が行われている一方で、小さな住
宅が集まってつくられているまちがある。
そんな住宅地で、まちのスケールを維持したまま行える建替
えの手法を考える。住まいをつくることによって、まちをよ
りよくしていけるような、都市の変化に寄与する住まいを考
えていく。
２. ｃｏｎｃｅｐｔ　木密ネットワーク
　東京に約７０００ｈａ広がる木造密集地。木密での建替え
の際に重要な要素の１つとなる “ ミチ ”。ミチを住宅に取り
込みながら、更新するミチと残すミチが組合わさっていくこ
とでミチがつながりネットワークを構築し、人々をつなげて
いくような住まいの建替えの計画を行う。
３. ｓｉｔｅ　木造密集地とミチ
　世田谷区太子堂二丁目。
この地域の平均世帯人数は１．４８人／世帯であり、東京都
全体の１．９９人／世帯と比べると大幅に少ないことが分か
る。その他の特徴として、①子どもが少ない②２０〜３０代
が多い③高齢者が他の地域に比べてやや少ない、という点が
あげられる。単身者世帯は２０〜３０代の若者と高齢者であ
ると考えられ、また子どもが少ないことから、コミュニティ
希薄さが懸念される。また、太子堂二丁目内の多くの道路は
幅員４m 未満の二項道路であるため建替えの際には建物の
セットバックが必要になる。
　このようなことから、この地域において単身者を主体とし
たコミュニティ形成と新たな道路整備の方針が必要であると
考える。
図１　太子堂二丁目鳥瞰図
図２　太子堂二丁目道路種別
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１. はじめに
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　建替え計画を考えるにあたり、既存の道路計画の改善案
の提案と、それをもとにこのまちに多い単身者のための集
合住宅の提案をおこなう。
　単身者のコミュニティ形成を促すため、各敷地にそれぞ
れ適した機能のコモンスペースを取り入れる。このコモン
スペースは、まちのコミュニティレーンとなる緑道沿いに
配置し、この住まいに住む人だけでなくまちのに住む人に
使われる場所とする。
５. ｐｒｏｐｏｓａｌ　ネットワークを作る住まい
　既存の世田谷区まちづくり計画に、４つの緑道を追加し
新たな道路計画とする。この緑道は通常時は歩行者の為
の空間であるが、緊急時には車両がはいれるものとなる。
既存の計画に緑道を追加することで多くの敷地が幅員４m
以上のミチに接することになる。その為、幅員を広げるミ
チを制限することができ、現在東西方向に多く存在する細
いミチを残しながら建替えを行うことが可能になる。
　
　太子堂二丁目内の３か所を敷地とし設計を行う。それぞ
れの敷地で①ミチ②広いニワ③コモンスペースの３つを持
つこと共通の考え方とする。
＜ｓｉｔｅ１　単身者×既存のミチ＞
緑道が敷地を通り抜けるこの敷地では、緑道で分けられた
２つの敷地それぞれにコモンスペースを設け、緑道を横断
するかたちで活動がミチに現われる。
＜ｓｉｔｅ２　高齢者×高低差をつなぐミチ＞
約２m の高低差がある敷地に対しスロープで高低差をつ
なぐミチを通す。ミチ沿いには各住戸のニワが壁越しにあ
らわれ、住人とまちの人との視線が交わる。
＜ｓｉｔｅ３　ＳＯＨＯ×既存のミチの拡張＞
オフィスと住まいがニワでつながれたメゾネットを１つの
単位とする。コモンとして会議室をもち、この場所はまち
について話し合う集会所にもなる。　
　
このように住まいの内部にミチを内包することで、既存の
細いミチとともに東西方向へ待ちをつなぐネットワークと
なる。
６. おわりに
　住まいによって変化する都市をつくること。１つの１つ
の住まいの建替えを行うことで、少しずつでも都市を豊に
していく提案を行いたいと考え今回の設計を行った。
　東京に大きく広がる木造密集地が、大規模な面的な再開
発ではなく、小さな粒の開発で少しずつ都市の記憶を残し
ながら、緩やかに変化していくことを願う。
図３　世田谷区まちづくり計画 （左上） に緑道を追加 （左下）
して作成した木密ネットワーク道路計画 （右）
図４　緑道沿いに作られ開かれたコモンスペース
図５　ミチを内包した住まい
４. ｐｒｏｇｒａｍ　単身者の集合住宅
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